
自主的環境保全活動の取り組み状況 
 

（事業所名）ヤヱガキ酒造㈱ 

１ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

 

私たちは地球環境の保全に取り組みます。 

１．エネルギー、資源の効率的な使用を推進し、産業廃棄物の減量、再資源化及び

環境に配慮した商品の開発を行います。 

２．広報、教育などにより、地球環境保全の大切さを呼びかけ、意識の向上を図り

ます。 

 

 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 
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２ 環境保全活動の実施状況等 

項 目 取組結果 今後の取組計画 

地域社会活動

への参加 

・工場周辺の草刈り（４月実施） 

・工場周辺の溝掃除（５月実施） 

今後とも継続して周

辺地域と連動して行

う。 

環境教育 ・社内にて省エネルギーセミナー開催。省エネルギー診断

を受ける（２月～３月）。 

・看板掲出（６月） 

より効果的な教育方

法の検討、導入を図

る。 

環境マネジメ

ントシステム 

環境管理会議を月 1回開催し、環境保全に関するデータを

チェック、関係者への周知と改善に努めた。 

引き続き定期的なチ

ェックを行う。 

エネルギー対

策（地球温暖化

対策） 

蒸気配管の断熱を強化するとともに、年末年始の休業中に

蒸気の送気を停止。 

その結果、１２月２９日～１月３日の重油使用量が前年比

５９．７％削減できた。 

引き続き蒸気の熱損

失を抑える取組みを

行う。 

エネルギー対

策（地球温暖化

対策） 

排水処理において、冬期の保温を２℃引き下げるとともに

通気量を調整し、省エネを図った。 

引き続き処理能力を

落とさずに省エネを

図るための最適条件

を探る。 

化学物質対策 ・ＰＲＴＲ制度に基づき、焼却炉排ガスおよび焼却灰のダ

イオキシン類の測定を実施。大気への排出、廃棄物とし

ての事業所以外への移動共、問題ないことを確認。 

焼却炉の運転状況を

管理し、引き続きダ

イオキシン類の発生

を防止する。 

 

 


